
 

 

 

 

川西市人権行政推進プラン（第４次改定版）（案） 

修正対比表 

 

　

　



1 

 
項目

パブリックコメント時 

※　　　　：今回削除となった部分

パブコメ・市議会意見を受けた修正案 

※　　　　：今回追加となった部分
修正理由

 

１

【本編 P.6】 

①人権行政の

推進体制につ

いて

しかしながら、人権研修の全体的な受講実績は上がって

いるものの、部署によっては不十分なところも見られること

から、職員が職務のための大切な基盤として、人権研修

を主体的にとらえるよう研修内容の充実を図る必要があり

ます。

人権研修の全体的な受講実績は上がっており、引き続き

職員が職務のための大切な基盤として、人権研修を主体

的にとらえるよう研修内容の充実を図っていきます。

より適切な表現とするため、

文言を修正しました。 

 

２
【本編 P.16】 

トッピクス

　今日、これらの考え方や意見は広く受け入れられ、主流

となってきています。
今日、これらの考え方や意見は広く知られています。

より適切な表現とするため、

文言を修正しました。

 

３

【本編 P.32】 

（６）ア イヌの

人々の人権 
現状と課題

 
 
 
 
 
 

差別の実態がより分かるよう

に、（６）アイヌの人々の人権　

に関するアンケートデータの

グラフを追加しました。
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項目

パブリックコメント時 

※　　　　：今回削除となった部分

パブコメ・市議会意見を受けた修正案 

※　　　　：今回追加となった部分
修正理由

 

４

パブコメ前 

【本編 P.33～

34】 

パブコメ後 

【本編 P.34】 

 

（７）外国人の

人権と多文化

共生

 
 
（２）国籍別人口の推移　（令和６（2024）年９月現在の上位５カ国、その他の国）　 
 
　　 
（３）在留資格別人口について　　(人） 

（令和６（2024）年９月３０日現在　住民基本台帳より） 

 

  

 
 
（２）国籍別人口の推移について　（令和６（2024）年９月現在の上位６カ国、その他の
国） 
 
（３）国籍別在留資格別人口について　(人）　 

（令和６(２０２４)年９月３０日現在　住民基本台帳より） 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
（４）在留資格別人口の推移について　　(人）　　　　　　 

                                                                      （出入国在留管理庁調べ） 

 

 

 

 

 

在留資格別人口の動向が

分かるように、在留資格別人

口の推移のグラフを追加する

とともに、国籍別在留資格別

人口のグラフについても、項

目を見直し、一部修正しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※在留資格の「その他」・・・・教授、宗教、高度専門、経営・管理、医療、研究、企業内転勤、

介護、特定活動。

※「（２）国籍別人口の推移について」と「（４）在留資格別人口について」の令和６（2024）年９

月３０日現在の合計人数に４人の違いがあるのは、データ抽出の時間差によるもの。

※在留資格の「その他」・・・・教授、宗教、高度専門、経営・管理、医療、研究、企業内転勤、

技能、永住者の配偶者等。

※在留資格の「その他」・・・・教授、宗教、高度専門、経営・管理、医療、研究、企業内転勤、

技能、永住者の配偶者等

※「（２）国籍別人口の推移について」と「（４）在留資格別人口について」の令和６（2024）年９

月３０日現在の合計人数に４人の違いがあるのは、データ抽出の時間差によるもの。
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項目

パブリックコメント時 

※　　　　：今回削除となった部分

パブコメ・市議会意見を受けた修正案 

※　　　　：今回追加となった部分
修正理由

 

５

パブコメ前 

【本編 P.37】 

パブコメ後 

【本編 P.39】 

 

（8）感染症に

関連する人権 

現状と課題 

【新型コロナウ

イ ル ス 感 染

症】 

 

 

コロナ禍の実態がより分か

るように、コロナに関する内閣

府の調査結果とトピックスを追

加しました。

 

６

パブコメ前 

【本編 P.48】 

パブコメ後 

【本編 P.49】 

 

（１７）震災等

の災害に起因

する人権課題

近年の大災害では、本市でも被害があった H7（1995）

年１月の阪神・淡路大震災、H23（2011）年 3 月の東日本

大震災、H28（2016）年の熊本地震、H29（2017）年、九州

北部豪雨、H30（2018）年、西日本豪雨と大阪北部地震

等があり、まさしく災害大国日本となっています。

近年の大災害では、本市でも被害があった H7（1995）年１

月の阪神・淡路大震災、H23（2011）年 3 月の東日本大震

災、H28（2016）年の熊本地震、H29（2017）年、九州北部

豪雨、H30（2018）年、西日本豪雨と大阪府北部地震、令

和６(2024)年、能登半島地震等があり、まさしく災害大国

日本となっています。

最新の情報を記載するため

に、文言を追加しました。
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項目

パブリックコメント時 

※　　　　：今回削除となった部分

パブコメ・市議会意見を受けた修正案 

※　　　　：今回追加となった部分
修正理由

 

７

 

 

 

 

 

 

パブコメ前 

【本編 P.51】 

パブコメ後 

【本編 P.52】 

 

（１８）多様な

人権課題 

【病気等に関

する人権問

題】 

 

 

 

 

 

 

 

※感染症関係は別項 ※ハンセン病等の感染症関係は別項に記載しています。
より分かりやすい表現となる

ように、文言を修正しました。
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項目

パブリックコメント時 

※　　　　：今回削除となった部分

パブコメ・市議会意見を受けた修正案 

※　　　　：今回追加となった部分
修正理由

 

８

パブコメ前 

【資料編Ⅰ 

　　P.56～57】 

パブコメ後 

【資料編Ⅰ 

　　P.58～59】 

 

３　本市の現

状と課題

 
（２）国籍別人口の推移　（令和６（2024）年９月現在の上位６カ国、その他の国） 
 
 
（３）在留資格別人口について　(人）　 

（令和５（２０２３）年１０月３１日現在　住民基本台帳より） 

 

 

 

 

 

 

 
在留資格別人口について　　(人） 

（令和６（2024）年９月３０日現在　住民基本台帳より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
（２）国籍別人口の推移について　（令和６（2024）年９月現在の上位６カ国、その他の

国） 
 
（３）国籍別在留資格別人口について　(人）　 

（令和５（２０２３）年１０月３１日現在　住民基本台帳より） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
国籍別在留資格別人口について　(人）　 

（令和６(２０２４)年９月３０日現在　住民基本台帳より） 
 

 

 

 

 

 

 

（４）在留資格別人口の推移について　　(人）　　　　　 
（出入国在留管理庁調べ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

在留資格別人口の推移が

分かるように、在留資格別人

口の推移のグラフを追加する

とともに、国籍別在留資格別

人口のグラフについても、項

目を見直し、一部修正しまし

た。あわせて、用語の定義も

一部修正しました。 

※「（２）国籍別人口の推移について」と「（４）在留資格別人口について」の令和６（2024）年９

月３０日現在の合計人数に４人の違いがあるのは、データ抽出の時間差によるもの。

※在留資格の「その他」・・・・教授、宗教、高度専門、経営・管理、医療、研究、企業内転勤、

技能、永住者の配偶者等。

※「（２）国籍別人口の推移について」と「（４）在留資格別人口について」の令和６（2024）年９

月３０日現在の合計人数に４人の違いがあるのは、データ抽出の時間差によるもの。



6 

  

【用語の定義】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出入国管理及び難民認定法抜粋） 

 

　 
 
【用語の定義】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出入国管理及び難民認定法抜粋） 


